
■

御

神

徳

こ
と

の
ま
ま
様

の
ご
神
徳
と
し
て
は
、

真
を
知
る
神
、

言

の
葉

で
事
を
取
り
結
ぶ

働
き
を
も
た
れ
る
神
様
と
し
て
、

ま
た
、

言

の
葉
を
通
し
て
世

の
人

々
に
加
護
を
賜

う

「
こ
と
よ
さ
し
」

の
神
と
し
て
言

の
葉

に
よ
り
ご
神
縁
が
結
ば
れ
お
導
き
が
得
ら

れ
ま
す
。

天
と
地
と
人
を
結
ぶ
、

と
て
も

大
切
な
お
働
き
を
な
さ

い
ま
す
。

ま
た
、

八
幡
様

の
ご
神
徳
と
し
て
、

開

運
授
福
、

安
産
、

延
命
長
寿
、

厄
除
、

縁

結
び
、
交
通
安
全
、

家
内
安
全
、

商
売
繁

盛
ゝ

芸
事
上
達
等
広
大
無
辺
に
ご
神
徳
あ

ら
た
か
な
神

々
様

で
す
。

可
・境珀絆
嘔
譴山の
宮
様
）

．
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創
建
年
代
は
不
詳
で
す
が
、

成
務

天
皇

の
御

代

（
一
九
〇
年
頃
）

に
ご
鎮
座
さ
れ
、

大
同

二

年

（
八
〇
七
年
）
坂
上

田
村
麻
呂
東
征

の
際

に

桓
武
天
皇

の
勅
を
奉
じ
、

本
宮
山
よ
り
現
在

の

地
に
ご
遷
宮
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

古
く
は

「
己
等

乃
麻
智
神
社
」

「
任
事
社
」

と
尊
称
さ
れ
、

平
安
時
代

に
書
か
れ
た

「
枕
草

子
」
や

「
延
喜
式
神
名
帳
」

に
も
当
社

の
名
前

が
載
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

願

い
ご
と

の
ま
ま

に
叶
う
有
り
難

い
言
霊

の
社
と
し
て
京

に
も
知

れ
渡

っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

武
家
社
会

の
世

に
な
り
八
幡
信
仰
が
隆
盛

し
、

康
平
五
年

（
一
〇
六

二
年
）
源
頼
義
が
京

都
よ
り
石
清
水
八
幡
宮
を
当
社

に
勧
請
し
て
か

ら
は

「
八
幡
宮
」

を
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。慶
長
十
三
年

（
一
六
〇
八
年
）

に
徳
川
家
康

公
が
本
殿
を
造
営
、

寛
永

五
年

（
一
六

二
人

年
）

に
徳
川
秀
忠
公
が
中
門
を
造
営
さ
れ
ま
し

た
。
徳
川
幕
府
は
御
朱
印
百
石
余
り
を
献
上
し

て
お
り
、

本
殿

の
金
具

に
は
菊

の
紋
と
葵

の
紋

が
刻
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
将
軍
家
が
当
社
を

信
仰
な
さ

っ
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

ま
た
、

当
社
は
東
海
道
筋

の
難
所
で
あ
る
佐

夜

の
中
山

の
手
前

に
鎮
座
す
る

こ
と
か
ら
和
歌

も
多
く
詠
ま
れ

「
十
六
夜

日
記
」

「
東
関
紀

行
」

「
岡
部

日
記
」

等
多
く

の
紀
行
文

に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
五
年
、

県
社

に
列
せ
ら
れ
た
折

に
は

「
県
社
八
幡
神
社
」

と
称
し
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
二
十

二
年
社
格

の
撤
廃

の
折
、

古
来

の
社

号

「
こ
と

の
ま
ま

の
社
」

に
基
づ

い
て

「
事
任

八
幡
宮
」
と
改
称
し
ま
し
た
。

＊
事
任

八
幡
宮

に
は

四
柱

の
神

々
が
お
祀
り
さ
れ

て

い
ま
す

。

主
祭
神
◇

己
等

乃
麻
知

比
売

命

（
こ
と

の
ま

ち

ひ
め

の
み

こ
と

）

言
霊
の
神

。
興
台
産
命

（
こ
こ
と
む
す
び
の
み
こ
と

）
の
后
神
で
い

ら

っ
し

や

い
ま

す

。
言

の
葉

で
事

を

と

り
結

ぶ

働

き

を

も

た

れ

る
神

、

言

の
葉

を

通

し

て
世

の
人

々

に
加

護

を

賜

う

「
こ
と

よ
さ

し

」
の
神

と

し

て
広

く

人

々
に
う

や

ま

わ

れ

て

い
ま

す

。

春

日
大
社

・
枚

岡
神

社

に
お
祭

り
さ

れ

て

い
る

天
児

屋
根

命

（
あ

め

の

こ
や

ね

の
み

こ
と

）
の
母
神

様

で
す

。

人
幡
大
神

◇

息

長

足

比

売

命

（
お

き

な

が

た

ら

し

ひ

め

の

み

こ

と

）

第
十
四
代
仲
哀

天
皇

の
皇
后
さ
ま
で
神
功
皇
后
さ
ま

で
す

。
当
時
国
交

を
結
ん
で
い
た
朝
鮮
南
部

の
任
那
よ
り
帰
国
し
て
ま
も
な
く
誉

田
別
命

を
出
産
さ
れ
ま
し
た

。
兵
乱
が
お
さ
ま
る
と
誉

田
別
命
を
皇
太
子
に
立

て
て
自
ら
摂
政
と
な
ら
れ

、
百
歳

の
長
寿
を
全
う
さ
れ
ま
し
た

。

◇

讐

田
別
命

（
ほ
む

だ

わ

け

の
み

こ
と

）

応
神
天
皇

（
第
十
五
代
天
皇

）
で
神
功
皇
后
の
御
子
で
い
ら

っ
し
や
い

ま

す

。
百
済

王

の
子

阿
直

伎

や

王
仁

を

招

き

、
日
本

に
新

た

な

文

学

や

産

業

な

ど

の
文

化

を

招

来

さ

せ
た

す

ぐ

れ

た

お

方

で
す

。

◇
玉
依
比
売
命

（
た
ま
よ
り

ひ
め

の
み

こ
と

）

第

一
代
神
武
天
皇

の
母
神
さ
ま
で

、
海
神

の
大
海
神
見
神

（
お
お
わ
た

つ
み
の
か
み

）
の
娘
神
様
で
す

。
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